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昨
年
に
引
き
続
き
、
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
、
パ
レ
ッ
ト
の
西
田
で
す
。 

引
き
続
き
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
活
性
化
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
１
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

自
治
会
活
動
の
主
た
る
目
的
は
、
安
全

で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
で
す
。 

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
、
各
住
区
が
主

体
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
防
災
、

美
化
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
防
災
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る

た
め
、
役
員
３
名
が
防
災
士
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。 

ま
た
、
今
期
か
ら
は
新
た
に
福
祉
部
を
設

け
、
高
齢
者
や
要
支
援
者
へ
の
対
応
も
出
来

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
住
民
み
ん
な

が
笑
顔
で
暮
し
て
い
け
る
街
に
な
る
よ
う

に
、
新
役
員
の
み
な
さ
ん
と
楽
し
く
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
変
ら

ぬ
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
    

３
月
２６
日
（
日
）
午
前
１１
時
よ
り
Ａ
．
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
２８
年
度

自
治
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

総
会
は
会
員
数
３８７
名
に
対
し
て
、
出
席
者

７２

名
、
委
任
状

３５

名
、
議
決
権
行
使

１３５

名
、
合
計
２４２
名
で
、
過
半
数
の
条
件
を
満
た

し
て
成
立
い
た
し
ま
し
た
。 

西
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
住
区

の
金
森
氏
が
議
長
を
務
め
、
審
議
を
行
い
ま

し
た
。
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

             

４
月
２
日
（
日
）プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第

１
回
役
員
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

  
 

    

       

役
員
会
は
西
田
会
長
か
ら
今
年
度
の
方
針

説
明
と
新
役
員
の
方
へ
年
間
行
事
を
動
画
で

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
員
の
自
己

紹
介
や
自
治
会
会
費
の
集
金
方
法
の
説
明
及

び
各
住
区
と
専
門
部
の
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま

し
た
。 

役
員
会
終
了
後
に
は
、
新
・旧
役
員
で
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
旧
役
員
の
皆
さ
ま
、

一
年
間
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

 

 
これから 1 ヶ月の行事予定 

 

会

長

あ

い

さ

つ 

自
治
会 

会
長 

西
田
光
憲 

平
成
２８
年
度 

自
治
会
総
会
を
開
催 

●
第
１
号
議
案 

 

平
成
２８
年
度
活
動
報
告
及
び
会
計
報
告 

●
第
２
号
議
案 

自
治
会
規
約
一
部
改
定
に
つ
い
て 

●
第
３
号
議
案 

平
成
２９
年
度
活
動
計
画
及
び 

予
算
案 

●
第
４
号
議
案 

平
成
２９
年
度
役
員
選
任
に
つ
い
て 

 

全

体

役

員

会 

↑総会の様子↓ 

↑全体役員会の様子 



                        

        

 

 
  

第
４
回
大
塚
公
民
館
ま
つ
り
が
平
成
２９

年
３
月
１９
日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
塚
公
民
館
で
活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
展
示
・
実
演
、
地
域
の

団
体
に
よ
る
出
店
販
売
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。 Ａ

．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
自
治
会
は
、
う
ど
ん
、
Ａ
Ｎ
Ｃ

は
ハ
ッ
シ
ュ
ド
ポ
テ
ト
・
ベ
ー
コ
ン
串
を
販
売
し

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ば
打
ち
道
・
同
好
会
に
よ

る
手
打
ち
蕎
麦
の
販
売
も
好
評
で
し
た
。 

お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
役
員
の
皆
様
お
よ

び
各
団
体
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 写

真 

 
  

昨
年
度
自
治
会
行
事
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
役
員
の
方
に
、
一
年
間
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

文
化
部 

こ
れ
ま
で
文
化
祭
に
参
加
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
私
が
文
化
部
長
と
な
っ
て
し
ま
い
、

昨
年
の
今
頃
は
大
変
戸
惑
い
、
悩
み
ま
し

た
。
こ
の
１
年
間
ど
う
に
か
務
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
自
治
会
役
員
や
文
化
部
員
の

皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
か
ら
は
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
素
晴
ら
し
い
行

動
力
と
交
渉
力
に
よ
っ
て
、
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
な
ど
の
新
た
な
取
組
み
や
、
賛
助
会
員

か
ら
豪
華
な
抽
選
会
景
品
を
手
に
入
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
１
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
も
っ

と
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
文
化
祭
を
み
ん

な
で
作
り
上
げ
た
と
い
う
満
足
感
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
１
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

山
本 

聖
典 

 

一
年
間
を
振
り
返
っ
て 

 

大
塚
公
民
館
ま
つ
り 

役 職 氏  名 住  　　区 役 職 氏  名 住  　　区 部名 役　職 氏 　 名 住  　　区

会 　長 西　田　光　憲 パ レ ッ ト Ⅱ － ５ ０ ５ 齋　藤　信　義 ア ー バ ン Ⅰ － ４ ０ ５ 部長 藤　村　明　美 ア ー バ ン Ⅱ － ２ ０ １

若　本　智　子 ア ー バ ン Ⅱ － ４ ０ ３ 内　田　裕　樹 ア ー バ ン Ⅱ － ５ ０ ３ 浅　尾　及　子 フ ォ レ ス ト Ⅲ － ３ ０ ３

西　川　郁　子 ア リ ー ナ Ⅲ － ４ ０ ７ 藤井　砂恵子 フ ォ レ ス ト Ⅰ － １ ０ １ 松　本　芳　尚 ア リ ー ナ Ⅱ － ４ ０ ５

牛　丸　敏　雄 ス テ ー ジ Ⅰ － ３ ０ ６ 松　田　弘　秋 フ ォ レ ス ト Ⅱ － ９ ０ ２ 西　田　なおみ ス テ ー ジ Ⅰ － １ ０ ２

田　中　耕　司 パ レ ッ ト Ⅰ － １ ０ ３ 村　上　勇　人 フ ォ レ ス ト Ⅱ － ６ ０ ３ 三　澤　和　子 パ レ ッ ト Ⅲ － ２ ０ ３

神　田　善　弘 フ ォ レ ス ト Ⅲ － ５ ０ ２ 原　田　　　純 タワーズイースト－２２０５

高　井　敦　紀 フ ォ レ ス ト Ⅲ － ４ ０ ３ 道　祖　智　徳 ア ー バ ン Ⅰ － ６ ０ ４

若　本　智　子 ア ー バ ン Ⅱ － ４ ０ ３ 小　野　夏　枝 ア リ ー ナ Ⅰ － １ ０ ３ 水　戸　勇　治 フ ォ レ ス ト Ⅲ － 4 ０ １

峰　友　幸　弘 ア リ ー ナ Ⅱ － ５ ０ ５ 部長 仕　立　　　亮 ア リ ー ナ Ⅲ － ４ ０ ８

田　中　耕　司 パ レ ッ ト Ⅰ － １ ０ ３ 坂　田　拓　司 ア リ ー ナ Ⅲ － ２ ０ ２ 岡　田　隆　行 ス テ ー ジ Ⅰ － ３ １ ６

西　田　なおみ ス テ ー ジ Ⅰ － １ ０ ２ 須　磨　眞　美 パ レ ッ ト Ⅱ － ３ ０ ２

西　川　郁　子 ア リ ー ナ Ⅲ － ４ ０ ７ 岡　田　隆　行 ス テ ー ジ Ⅰ － ３ １ ６ 中　西　義　辰 タワーズイースト－５０４

森　田　秀　明 ス テ ー ジ Ⅰ － ７ １ １ 西　川　直　美 ア ー バ ン Ⅲ － ５ ０ ４

田　村　尚　久 ア ー バ ン Ⅲ － ６ ０ ４ 田　口　理　恵 パ レ ッ ト Ⅰ － ２ ０ ３ 林　　　幸　司 フ ォ レ ス ト Ⅰ － １ １ ０ ２

玉　崎　順　二 ス テ ー ジ Ⅰ － ３ １ １ 須　磨　眞　美 パ レ ッ ト Ⅱ － ３ ０ ２ 山　田　政　弘 ア リ ー ナ Ⅳ － ６ ０ １

山野上　広 志 フ ォ レ ス ト Ⅱ － ３ ０ ３ 大　島　葉　子 パ レ ッ ト Ⅲ － ２ ０ １ 大　下　裕　士 ス テ ー ジ Ⅰ － ６ ０ ７

山　田　繁　樹 フ ォ レ ス ト Ⅲ － ３ ０ ４ 佐　藤　光　孝 タワーズイースト－３０３ 部長 今　岡　陽　一 パ レ ッ ト Ⅱ － ２ ０ ４

住区長 若　本　智　子 ア ー バ ン Ⅱ － ４ ０ ３ 中　村　　　茂 タワーズイースト－１７０３ 住　谷　利　治 タワーズイースト－１８０４

佐　藤　清　治 フ ォ レ ス ト Ⅱ － ５ ０ ４ 田　中　芳　幸 タワーズイースト－２５０２ 西　田　光　憲 パ レ ッ ト Ⅱ － ５ ０ ５

野　稲　宰　子 ア リ ー ナ Ⅰ － １ ０ ２ 岡　田　美　幸 タワーズイースト－２１４ 若　本　智　子 ア ー バ ン Ⅱ － ４ ０ ３

浦　田　哲　明 ス テ ー ジ Ⅰ － ６ ０ ２ 西　川　郁　子 ア リ ー ナ Ⅲ － ４ ０ ７

田　中　耕　司 パ レ ッ ト Ⅰ － １ ０ ３ 牛　丸　敏　雄 ス テ ー ジ Ⅰ － ３ ０ ６ 牛　丸　敏　雄 ス テ ー ジ Ⅰ － ３ ０ ６

春　尾　信　昭 タワーズイースト－３０８ 山野上　広 志 フ ォ レ ス ト Ⅱ － ３ ０ ３ 田　中　耕　司 パ レ ッ ト Ⅰ － １ ０ ３

金　森　健　児 ス テ ー ジ Ⅰ － ７ ０ １ 野　稲　宰　子 ア リ ー ナ Ⅰ － １ ０ ２

飯　田　邦　人 タワーズイースト－１７０５

林　　　幸　司 フ ォ レ ス ト Ⅰ － １ １ ０ ２

宮　庄　　　淳 タワーズイースト－５１４

垰　田　幸　男 タワーズイースト－１５０５

副
会
長
を
兼
務

班
　
 

長

副
会
長

平成２９年度　Ａ．ＣＩＴＹ自治会役員一覧

環
境
美
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化
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広報

平成２９年度　Ａ．ＣＩＴＹ自治会事業部役員

体
　
育
　
部

監査

顧問

専
門
委
員

副
住
区
長

平成２９年度　Ａ．ＣＩＴＹ自治会専門委員

平成２９年度　Ａ．ＣＩＴＹ自治会副住区長

福
　
祉
　
部



   

 

今
年
設
立
１７
年
目
を
迎
え
る
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
自
治
会
。
発
足
の
黎
明
期
か
ら
現
在
ま
で

を
知
る
飯
田
邦
人
（
く
に
と
）
氏
（
イ
ー
ス
ト

在
住
７８
歳
）
が
、
当
時
を
振
り
返
る
「
自
治

会
活
動
の
変
遷
・
改
革
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
」

を
今
号
か
ら
掲
載
し
ま
す
。 

役
員
と
し
て
の
葛
藤
や
奮
闘
、
成
功
談
や

失
敗
談
を
飯
田
氏
の
目
線
で
語
っ
た
こ
の
エ

ッ
セ
イ
。 

タ
イ
ト
ル
は
「
咲
く
や
こ
の
は
な
」 

古
今
和
歌
集
の
、
浪
速
津
に
咲
く
や
こ
の

は
な
～
と
い
う
あ
の
有
名
な
歌
か
ら
と
り
ま

し
た
。 

詠
み
人
は
王
仁
博
士
。
彼
は
、
日
本
に
論

語
を
持
ち
こ
ん
だ
賢
人
と
言
わ
れ
て
お
り
、

当
時
の
日
本
の
文
化
に
大
変
影
響
を
与
え

た
そ
う
で
す
。 

行
動
力
・
決
断
力
が
自
治
会
役
員
に
影
響

を
与
え
た
こ
と
。 

花
を
愛
し
、
文
化
を
尊
び
、
何
よ
り
人
を

愛
し
た
こ
と
。 

そ
の
ふ
た
つ
を
、
こ
の
歌
人
の
歌
に
な
ぞ

ら
え
て
付
け
た
タ
イ
ト
ル
で
す
。 

年
度
を
わ
た
る
連
載
で
お
届
け
し
ま
す
。 

皆
様
に
、
自
治
会
活
動
の
様
々
な
場
面

を
、
知
っ
て
い
た
だ
け
る
場
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。 お

楽
し
み
に
。 

 
  

 

自
治
会
顧
問
・飯
田
邦
人 

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
？
」 

設
立
か
ら
１０
年
以
上
を
経
過
し
た
自
治

会
運
営
に
、
私
は
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

隣
に
住
ん
で
い
る
人
も
わ
か
ら
な
い
の
で

は
、
あ
ま
り
に
も
寂
し
い
し
、
こ
こ
に
住
む
子

ど
も
た
ち
に
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
を
作
っ
て

や
り
た
い
と
、
自
ら
季
節
行
事
や
住
民
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
実
行
し
て
い
た
自
治
会

発
足
時
。
確
か
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
定
の

成
果
を
上
げ
、
他
の
役
員
も
継
承
、
居
住
者

に
も
認
知
が
進
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
、
住
民
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
固
定
化
し
、
役
員

も
、
私
自
身
も
、
あ
る
種
の
倦
怠
感
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
す
。 

自
治
会
は
、
加
入
数
の
低
さ
を
別
に
す
れ

ば
、
順
調
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
現
状
維
持

の
ま
ま
で
も
な
ん
ら
問
題
は
な
い
よ
う
に
見

え
ま
し
た
が
、
私
の
中
で
冒
頭
の
疑
問
は
膨

ら
み
続
け
ま
し
た
。 

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
？
」 

そ
も
そ
も
自
治
会
と
は
何
の
為
に
存
在
し

て
い
る
の
だ
。
住
民
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
る

た
め
だ
け
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
も
っ
と
ほ
か
に
大
切
な
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
問
い
は
、
今
で
も
問
題
に

直
面
す
る
度
に
脳
裏
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。 

自
治
会
と
は
な
ん
だ
。  

 
 

 
 

（続
く
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

果
実
工
房 

果
実
工
房
の
実
店
舗
で
は
、
毎
月
５
の
つ

く
日
に
島
根
県
浜
田
市
か
ら
「山
本
水
産
」さ

ん
が
新
鮮
な
魚
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
市
場

か
ら
の
直
送
で
、
以
前
は
、
「
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド

ー
」で
販
売
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

自
治
会
缶
バ
ッ
チ
の
割
引
対
象
外
で
す

が
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。 

メ
リ
ィ
ハ
ウ
ス 

今
年
の
雪
の
多
さ
に
は
驚
き
ま
し
た
が
寒

さ
も
和
ら
ぎ
、
桜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

メ
リ
ィ
ハ
ウ
ス
西
風
新
都
か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
向
け
て
進
ん
で
い
た
だ
く
と
「
メ
リ
ィ
ホ

ス
ピ
タ
ル
・
メ
リ
ィ
デ
イ
ズ
」
の
建
設
現
場
が

見
え
て
き
ま
す
。 

近
隣
の
皆
様
に
は
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
御
協
力
の
お
か
げ
で

着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
安
全
を
最
優
先
し
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

   

●
『福
祉
の
こ
と
が
わ
か
る
本
』を
お
届
け 

広
島
市
で
は
、
各
種
福
祉
制
度
等
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
「
福
祉
の
こ
と
が
わ

か
る
本
」
を
作
成
し
、
平
成
２８
年
９
月
１
日
ま

で
に
６５
歳
に
な
ら
れ
た
方
で
、
ま
だ
こ
の
冊
子

を
お
持
ち
で
な
い
世
帯
に
お
配
り
し
ま
す
。
是

非
お
役
立
て
下
さ
い
。 

 

●
平
成
２９
年
度
在
宅
高
齢
者
基
本
調
査 

こ
の
調
査
は
広
島
市
に
居
住
す
る
６５
歳
以

上
（
昭
和
２７
年
３
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

の
生
活
実
態
を
調
査
し
、
高
齢
者
保
健
福
祉

行
政
施
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
集
め
る
た

め
に
行
い
ま
す
。 

 

右
記
２
件
に
該
当
す
る
ご
家
庭
を
４
月
よ

り
、
民
生
委
員
が
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

民
生
委
員
か
ら
の
お
知
ら
せ 

賛
助
会
員
か
ら 

 

メリィホスピタル・ 

メリィデイズ完成図↓ 

連
載
エ
ッ
セ
イ
始
ま
り
ま
す 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※コラム『規約でアタック』は、今号は休載します 

パレット管理組合 
 

① 機械式駐車場更新工事も最終の第９期３６台分が工事中で５月６日には完了する予定です。現在ま

で特に問題となることもなく順調に進んでいます。新しい駐車スペ－スは横幅が 10ｃｍ広くなりました

が、車の進入に際し、操作盤や赤外線センサーの柱に車をぶつける事故が３件発生しました。今回

は工事中の為サ－ビスで補修しましたが、今後はマンション賠償保険の対象外となるため個人の自

動車保険（物損）での対応となりますので、車の進入には特に気を付けて下さい。 

② 給水ポンプのインバ－タに不具合があり、緊急を要することから３月１１日に取り替えました。 

③ その他、地震保険加入の有無、共用部分照明器具のＬＥＤ化について検討しています。 

ステージ管理組合 
＜ヒルズステ－ジ防災会の紹介＞ 

ＨＳ管理組合では、建物の維持管理の他に「資産価値向上に資する活動」を事業計画に掲げていま

す。単なる切り詰めや業者への値引き要求以外で管理費、修繕積立金を少しでも削減したい、建物が

古くなっても住み心地が良く、付加価値の高いマンションづくりなど総合的な視点で知恵を出し、皆様の

資産を守るのがその目的です。その成果の一つとして館内ＢＧＭの運営を有線業者から住民有志組織

へ切り替え、年間５０万円近い費用を削減しています。 

現在の取り組みとして、防災会の活動があります。新しいマンションでは災害に備え、防災倉庫、蓄

電システム、地震Ｐ波センサ－付きエレベ－タ－などを装備する所が増えております。当マンションもま

だまだ安心して住み続け、その価値を維持する必要がありますが、大きな改修投資が出来ないのも現

実です。防災会は管理組合と自治会（ステ－ジ住区）からのメンバ－に加え、茂木会長はじめ有志の方

にも参加いただきながら、知恵を出し合いマンションの防災力を高めることを目指して活動しています。

一昨年度は防災ノ－トを作成し、全戸に配布しました。また、防災行事の実施や防災備品の拡充も継続

して行っております。備品については２１期予算で優先度の高いと思われる背負い搬送具などのレスキ

ュ－関連品を購入し、２２期以降も引き続き拡充していく予定です。これらの備品は集会室横の和室に

保管していますが、今後点数が増えるに従い、建物内に分散して保管する予定です。 

最後になりますが、前記の防災ノ－トは記述式になっています。この機会にもう一度、内容を確認し、

ご家庭の防災マニュアルとして完成していただきますようお願いいたします。 

管理組合から 

機械式駐車場 操作は正しい方法で行いましょう 

先日、機械式駐車場 操作盤押ボタンが内部パッキンの噛込みにより、「押していないのに押された

状態のままとなる」という事象が発生しました。業者に確認していただいた結果、「内部のパッキンに破

れた箇所があり、引渡し直後ではありえず、他の引渡し先、同製品でもそのような状況はない」とのこと

です。実際に、２週間程前にも、押しボタンの隙間にプラスチック片が挟み込まれ操作盤が不作動状態

となるなど、操作盤に先端の尖ったものを入れて作動される方がおられることが確認されていますの

で、現時点では、このような行為が原因ではないかと考えられております。 

機械式駐車場 操作盤には上昇（緑色）、下降（黄色）の押ボタンがあります

が、安全確保のため、利用者が押している状態でのみ、作動します。 

正規の作動方法以外の使い方をされると、押していないはずのボタンが

鍵を入れて回しただけで作動する可能性があり、機械の故障につながるな

ど、大変危険な行為です。絶対にしないでください。 

利用者の皆様が、お互いに安全で快適に利用できるよう、ご協力のほどよろ

しくお願いいたします。 

管理組合からのお願い 


